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≪写真 1≫ 

稜線に出る直前で、目標を捕らえたぞ、日光白根山 !! 

 

≪写真 2≫ 

周りに溶け込んでるけど、よく見ると、鹿とご対面。 

 

≪写真 3≫ 

白根山と五色沼。(前白根山付近から撮影。) 

 

 

 

 

なんだか、おとといから急に暑くなって…、 

 

夏到来  

 

 

 

そろそろ、アルプスの空気が吸いたくて、 

アルプスの風を浴びたくて… 

 

 

そのための体慣らしとして、 

いつもよりザックをちょっと重たくして、行ってきました。 

 

日光白根山  
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★梅雨の晴れ間を狙っての山行。 

天気予報は、「日光地域＝晴のち雨、雷注意報」だったけど、  

山の神様はご機嫌だったようで、 好天の暑苦しい山行。^^v 

 

 

★ルートは、東武鉄道のお得な割引往復チケットに流され、 

白根山としてはマイナールートの、湯元温泉側から入山。 

多くの登山客は、西側のロープウェイ付きルートを選ぶので、 

このコースはあまり人が通らず、一部の登山道は荒れ放題  

しかも、もも上げ運動の連続、というくらいの急登が続き、 

ある意味、本当にトレーニング山行になりやした…  

 

 

★コースタイムの 70%のペースで歩くことを目標にし、一応達成  

 まぁ 40 リットルサックだったからかな。 

 

 

★今回、とても快調に歩く女性と知り合った。 

ほぼ同じルートを歩き、歩行中はお互いばらばらだったけど、 

山頂やら休憩ポイントで、いろいろとおしゃべり。 

(聞けば、船橋在住で、帰りの電車まで一緒。) 

 

よくよく話を聞いてみると、彼女はただのヤマノボラーではなく、  

壁ノボラーであり、岩ノボラーであり、沢ノボラーでもあった  

 

ただ、椎間板ヘルニアを患い、ここ 1 年はおとなしくしていたけど、 

今日は体の様子見がてら、日帰りの山行を満喫できた、とのこと。 

 

そりゃ、あんた、このコースをそのペースで歩くんだから、 

もう問題ないでしょう…。 

(それこそ、コースタイムの 70%ペース。まいりました… ) 

 

 

 

温泉後は、その女性と一番搾り で乾杯し、 

(おれにしては珍しく、缶ビール 2 本を 20 分で空けてしまい…!!) 



帰りのバスでは超爆睡し 、 

その後の電車ではずーーーーーーーーーーーっと山話  

 

でも今思えば、伝説の加藤文太郎の行動食の話とか、 

岳人はヤマケイよりもオトナな雑誌だよね、とか 

そんなマニアな話をふられても、ついていける自分に、 

ちょっとだけ安心してみたり  

 

 

 

あー、とにもかくにも、今は筋肉痛に悩まされてるけど  

山のシーズンは始まったわけだし、行けるうちに、行っておこうっと。 

 

 

 

6:31 北千住 

(電車) 

8:24/8:37 東武日光駅  

(バス) 

10:05/10:20 湯元温泉  

10:45 登山道入口  

11:46 外山鞍部  

12:20/12:35 前白根山 

12:57 避難小屋  

13:40/14:20 白根山 (2,578m) 

14:40 弥陀ヶ池 

15:40/15:45 五色山 

16:00 国境平 

17:07/18:24 湯元温泉 

(バス) 

19:30 東武日光  

 

 

 

08 年夏。 



 

山が wildwind を呼んでいる～ (確信 ) 

 


